
例会報告
●第2207回例会　平成30年１月31日（水）曇
●１月は職業奉仕月間
●ロータリーソング　　四つのテスト

●出席報告　　会員　　　名中　　出席57名

　　　　　　　出席率67.86％　修正出席率72.50％

（１月17日分）

●ゲスト紹介
　ゲストスピーカー

　よろず相談・宙（ＳＯＲＡ）代表　鈴木康代さん

●ニコボックス
　「本日の卓話者です。」　　　　　　　鈴木康代さん

　「本日の卓話は、よろず相談・宙 代表の鈴木康代

さんです。よろしくお願いします。」　　加藤一郎君

　「加藤智弘さんはじめニコボックス委員会の皆さんにネ

クタイをほめられました。気分が良いというよりだまさ

れてニコボックス入れます！」　　　　　福田哲三君

　「毎日寒い日が続きますが、皆様体には十分ご注意下

さい。我事では何も変わりはございません。」　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　小池康資君

　「ニコボックスの売り上げがまったく無いので無理して

供出しました。」　　　　　　　　　加治佐健二君

本日のニコボックス　　　 5件  　 18,000円

　累　　　　　計　　　 148件　1,315,000円

福田哲三幹事報告
▽当クラブ行事予定

　・１月31日（水）　本日例会終了後、理事会を開催

致します。

※理事及び役員のご出席をお願い致します。

　・２月７日（水）　卓話の時間を30分延長致します

ので、例会終了時間が14時とな

ります。

　・２月14日（水）　名古屋名城ＲＡＣ合同夜間例会です。

ローターアクトとの合同例会のた

め、18時30分〜となります。

場所はホテルナゴヤキャッスル

（旧 ウェスティンナゴヤキャッスル）です。

※お昼の例会はございません。

　・２月21日（水）　例会終了後、理事会を開催致し

ます。

※理事及び役員のご出席をお願い致します。

　・２月26日（月）　ＩＭを開催致します。

場所はホテルナゴヤキャッスル

（旧 ウェスティンナゴヤキャッスル）です。

受付　　　　　15時〜16時

第1部　式典　　16時〜16時30分

第2部　講演　　16時30分〜18時

第3部　懇親会　18時15分〜20時

※２月28日（水）の例会はございません。

※本日、ＩＭのご案内と米山と財団の寄付金領収

証を配布しております。

加藤一郎会長挨拶
　先日の草津白根山の噴火では、１名が死亡、11名

が重軽傷を負いました。日本で火山の噴火や地震が

多いのは、ご存じのように、日本列島の上に４つの

プレートが存在し、動いているためです。 ユーラシ

アプレート、北米プレートを、太平洋プレートとフィ

ンピン海プレートが押しているためです。悪いこと

ばかりではな

く、温泉を多

く噴出して、

一年中利用す

ることができ

ます。

　京都大学元

総長の尾池和

夫さんが、「活

動期に入った

地震列島」と

いうタイトル

の本を、岩波

科学ライブラ

リ138と し て

出されており

ますので、ご

紹介させてい

ただきます。

兵庫県南部地

震から約13年

後の2007年９月に、大地震後の地震観測網の充実に

よる観測データから得られた大きな発見を紹介する

ため、「新版」として出されました。その中で、

2011年に発生した東北地方太平洋沖地震を、「地震

が起きるであろう」という表現で書かれています。

東北日本の太平洋沖のプレート境界近くでは、1994

年に北海道東方沖地震や三陸はるか沖地震が発生し

ていますが、「その南方の関東沖に至る境界に沿っ

て、まだ大きな地震の起きていないところが残って

います。」とあります。

　日本は、いつどこで地震が起きてもおかしくない

状況のもとにあります。災害に遭っても落ち着いて

行動することや、ライフラインが止まることを予想

して準備をされ、少しでも被害を少なくしていきた

いものです。

卓　話
最近の教育について
よろず相談・宙（ＳＯＲＡ）代表　鈴　木　康　代

　教育は誕生した時から始まり、

生きている限り続きます。

　よく、政府も国民も教育は大

切だ、特に小さい時の教育は大

事だということは認識しています

が、自分たちにとっては過去の事

であり、仕事に見える形ではすぐ

結びつくわけでもないので、言っ

ているほど真剣に考えてはいない

ように見えます。残念ですが現

実のことです。

　でも、言葉を話し、文字が書け、本が読め、物事

を理解し、仕事に従事して、また快適な生活ができる

のは、自然の事ではなく、教育があればこそです。

　私たち日本人は皆教育を受ける権利を持っています。

ただ教育はとても時間がかかり、お金も必要とします。

ご存知のように15歳の義務教育までは税金というお金を

使っています。またご家庭や会社等の環境は人間形成

や社人生の生き方にとても大きく作用し、重要な要因で

す。会社等での新人教育は教える方も大変なエネルギー

を使います。

　ただ、関わり教えた新人が成長した時は、とても頼

もしく思え、満足感は何事にも替えがたい瞬間です。

これは面倒をみた人しか味わえない感情ではないでしょ

うか。教育の妙味です。今どきの若い者はという言葉は、

古代ソクラテスの時代から言われていると聞きます。諦

めないで、関わっていただければと思います。あと10年

もすれば、ゆとり教育を受けた世代が世の中の中心とな

ります。

　いろいろ経験し、もしかしたら今皆さんが思っている

ように、次世代の新人に対する同じような感情を持つか

もしれません。ＡＩの時代になっても、人間はデジタル

ではなく、感情の動物です。古い様でも最後はコミュ

ニケーション力、関わる教育で彼らを育てて下さい。

　そして、教育の一環に「しつけ」があります。

　今の時代は個性という言葉には良い反応があります

が、しつけというと戦前のもの、古いもの、グローバル

社会には意味ないものという考えが多いのはとても残念

です。しつけは日本の良い教育の一つと思います。こ

こに面白い記事がありましたので、コピーしてまいりまし

た。皆様もよく見かけ（最近は一部変わった）た光景

です。ここでいう知性障害は決して病気ということでは

なく、育てられていないということだと思います。やは

り教育は大切ということを改めて考える機会です。ご一

読いただければと思います。

　本日はご清聴いただきありがとうございました。

●第７回理事会（平成30年１月31日（水）例会終了後　

ウェスティンナゴヤキャッスル）

・加藤寿彦君休会の件

・2018〜19年度委員長・副委員長の件

・2019〜20年度ガバナー補佐の件

・その他

●２月度誕生日祝福
　　　　会　　員　　　　　　　　ご 夫 人
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関　貴之　君

久保和彦　君

加藤智弘　君

野崎敏夫　君

山原茂光　君

小南速雄　君

亀井敏勝　君

横井辰幸　君

（２月２日）

（２月３日）

（２月８日）

（２月13日）

（２月14日）

（２月19日）

（２月22日）

（２月22日）

南　喜幸　夫人

石川一郎　夫人

岩田玄知　夫人

中川信治　夫人

倉地雅彦　夫人

宮下幸二郎　夫人

花橋日出夫　夫人

安井信之　夫人

清水正久　夫人

（２月４日）

（２月10日）

（２月11日）

（２月15日）

（２月15日）

（２月18日）

（２月20日）
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（２月24日）

○このウィクリーは再生紙を使用しております。

例会 月日 今後の予定

第2210回

田尻幹夫国際奉仕委員長
長坂シェリル氏（英語教室経営）

「フィリピンの今
　（日本在住15年からの視点）」

2.21

第2211回

東名古屋分区ＩＭ開催
ホテルナゴヤキャッスル
（旧 ウェスティンナゴヤキャッスル）

受　付　　　15：00〜
式典・講演　16：00〜18：00
懇親会　　　18：15〜20：00

（2/28（水）の例会はございません）

2.26
（月）

第2208回

元岩手県知事、元総務大臣、東京
大学公共政策大学院客員教授、
野村総合研究所顧問
増田寛也氏　「地方創生の課題」

（例会時間12:30〜14：00となります）

2.7

第2209回

名古屋名城ＲＡＣ合同夜間例会
18：30〜　ホテルナゴヤキャッスル
（旧 ウェスティンナゴヤキャッスル）

（お昼の例会はございません）

2.14


